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あ
る
都
市
地
主
の
経
営

―
一
九
一
六
年
―

　

前
号
で
は
関
東
大
震
災
後
の
復
興
土
地
区

画
整
理
直
前
の
街
の
様
子
の
一
端
を
、
区
画

整
理
第
一
地
区
と
な
っ
た
西
戸
部
町
（
現
・
西

区
）
の
一
画
を
事
例
と
し
て
紹
介
し
た
。
本
号

で
は
前
回
の
対
象
地
所
有
者
で
あ
る
海
老
塚
明

家
（
以
下
、
海
老
塚
家
）
に
つ
い
て
、
金
銭
出

納
簿
で
遡
れ
る
最
初
の
年
一
九
一
六
（
大
正
五
）

年
の
土
地
・
貸
家
経
営
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

　

海
老
塚
家
は
西
戸
部
町
に
所
在
し
、
先

代
宇
右
衛
門
は
戸
部
村
名
主
や
戸
長
を
務
め

一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
に
死
去
し
、
明
が

家
督
を
相
続
し
て
い
る
。
直
後
に
は
「
初
代
の

業
を
踏
襲
し
、
刻
苦
多
年
家
運
益
々
盛
大
を

来
す
に
及
び
、
農
業
の
傍
ら
地
所
家
屋
等
の
貸

付
を
営
み
、
家
門
愈
よ
繁
盛
を
極
む
る
に
至

り
」（『
開
港
五
十
年
紀
念
横
浜
成
功
名
誉
鑑
』

六
三
八
ペ
ー
ジ
）
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

地
所
家
屋
を
貸
し
付
け
る
都
市
に
お
け
る
地
主

で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
の
海
老
塚
家
の
包
括
的
な
土
地
所

有
に
つ
い
て
の
資
料
は
未
見
だ
が
、
土
地
宝
典

に
よ
り
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
の
西
戸
部
町

及
び
戸
部
町
・
桜
木
町
に
お
け
る
土
地
所
有
を

み
る
と
表
１
の
よ
う
で
あ
る
。

　

合
計
で
は
一
九
四
三
四
坪
弱
、
約
六
町
四

反
七
畝
で
、
面
積
ベ
ー
ス
で
は
字
稲
荷
台
が

約
四
分
の
一
で
い
ち
ば
ん
多
い
が
、
そ
の
約
八

割
が
「
山
」
で
あ
り
、
海
老
塚
家
所
在
地
の

御
所
山
が
面
積
で
約
二
割
、
ほ
と
ん
ど
が
宅

地
で
地
価
ベ
ー
ス
で
は
約
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
る
。
地
価
で
は
次
い
で
石
崎
が
二
六

パ
ー
セ
ン
ト
、
扇
田
が
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

り
、
宅
地
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
こ
の
三
字
で

八
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
海
老
塚
家

の
土
地
所
有
は
所
在
地
近
辺
を
中
心
と
し
て
い

た
。
地
目
別
面
積
は
宅
地
が
約
五
割
と
多
く
、

次
い
で
山
が
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
田
畑

は
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
田
は
主
に
塩

田
・
横
枕
（
現
在
の
中
央
二
丁
目
や
藤
棚
町
辺

り
の
地
域
）
に
所
在
し
、
畑
は
稲
荷
台
（
藤
棚

町
二
丁
目
近
辺
）
や
西
ヶ
原
（
願
成
寺
近
辺
な

ど
）
の
台
地
上
に
所
在
し
て
い
た
。
田
・
畑
・

山
は
相
対
的
に
市
街
地
か
ら
遠
い
地
域
に
所
在

し
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
農
村
的
風
景
を
残
し
て

い
た
。
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
で
は
、

対
象
と
な
っ
た
の
は
塩
田
・
横
枕
・
西
ヶ
原
の

一
部
の
み
で
あ
り
、
稲
荷
台
は
対
象
と
は
な
ら

な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
土
地
を
経
営
す
る
こ
と
が
海
老
塚

家
の
家
業
で
あ
っ
た
。
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金
銭
出
納
簿
の
内
容

　

金
銭
出
納
簿
は
、
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年

一
月
〜
一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
六
月
を
カ

バ
ー
す
る
三
冊
が
残
っ
て
い
る
。
赤
罫
が
入
っ

た
竪
帳
を
使
い
、
日
々
の
金
銭
の
出
入
り
を

順
々
に
記
載
し
た
も
の
で
（
写
真
１
）、
書
き

漏
れ
に
よ
り
後
日
に
記
載
さ
れ
た
項
目
も
あ

る
。
ま
た
家
計
も

含
め
て
全
て
が
記

載
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
は
不
明
で
、

食
に
つ
い
て
は
飯

米
代
・
酒
・
醤
油
、

料
理
屋
へ
の
支
払
、

贈
答
用
と
思
わ
れ

る
菓
子
類
が
ほ
と

ん
ど
で
、
一
月
末

に
「
壱
月
分
賄
費

諸
雑
費
計
高
」
が

四
六
円
余
の
記
載

が
あ
る
が
他
の
月

に
は
無
く
、
日
常

の
食
に
関
す
る
出

費
は
不
明
で
あ
る
。

　

一
六
年
の
合
計

で
は
、
入
金
合
計

は
一
〇
、三
九
六
円

余
、
出
金
合
計
は

九
、四
〇
二
円
余
で

あ
る
が
、
入
金
に

は
無
尽
当
籤
金
等

が
、
出
金
に
は
無

尽
掛
金
等
が
含
ま

れ
て
い
る
。

入
金
の
概
要

　

先
ず
、
表
２
に
よ
り
入
金
の
種
類
別
内
訳
を

見
る
と
、
地
代
・
家
賃
が
九
割
弱
と
な
り
収
入

の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
農
地
か
ら
の
小

作
料
は
〇・
一
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
な
く
、
ま
た

農
業
関
係
の
支
払
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
前

述
の
よ
う
に
定
期
的
な
飯
米
代
が
出
費
さ
れ
て

い
る
の
で
既
に
農
業
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
特
徴
的
な
入
金
で
は
複
数
の
無
尽
が
あ

る
。
な
お
他
に
も
「
掛
ヶ
金
」
が
あ
る
が
、
入

金
に
「
割
戻
」
や
「
花
金
」
と
あ
る
項
目
を
無

尽
と
判
断
し
た
。
海
老
塚
家
が
係
わ
っ
て
い
た

無
尽
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
寺
社
に
関
係
が
あ

る
無
尽
が
、
神
信
講
（
杉
山
神
社
）、
東
光
寺

無
尽
、
大
聖
院
永
信
講
が
あ
り
、
戸
部
杉
山
神

社
（
現
・
西
区
中
央
一
）、
西
戸
部
町
反
目
か

ら
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に
南
太
田
町
へ

移
転
し
た
東
光
寺
、
西
戸
部
町
の
宝
泉
寺
大
聖

院
の
無
尽
と
思
わ
れ
る
。
個
人
名
が
付
さ
れ
て

い
る
無
尽
は
、
戸
部
米
吉
無
尽
（
西
戸
部
町
の

鳶
職
）、田
坂
其
吉
無
尽
（
海
老
塚
明
も
係
わ
っ

て
い
た
興
基
貯
金
会
社
代
表
）、
瀧
上
無
尽
が

あ
り
、
会
場
名
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
宮
原
屋

無
尽
、
鳴
門
館
無
尽
（
野
毛
町
の
貸
席
か
）、

ま
た
学
事
奨
励
会
の
無
尽
も
あ
っ
た
。
掛
金
の

多
寡
で
は
、
田
坂
無
尽
が
二
一
円
、
宮
原
屋
無

尽
が
二
〇
円
、
戸
部
米
吉
無
尽
が
一
六
円
と
比

較
的
高
く
、
神
信
講
・
東
光
寺
・
大
聖
院
・
鳴

門
館
・
学
事
奨
励
会
は
三
〜
五
円
で
あ
っ
た
。

同
年
の
入
金
は
一
月
に
神
信
講
二
〇
〇
円
、
五

月
に
田
坂
其
吉
一
四
九
円
、
七
月
に
戸
部
米
吉

九
九
円
三
三
銭
（
三
人
共
同
分
）、
九
月
に
戸

部
米
吉
二
七
〇
円
が
当
籤
し
て
い
た
。
ま
た
毎

回
、
割
戻
や
花
金
が
あ
っ
た
。

　

海
老
塚
家
は
、こ
の
よ
う
に
都
市
部
の
土
地・

貸
家
経
営
が
主
な
収
入
源
で
あ
っ
た
。

貸
地
・
貸
家
経
営

　

金
銭
出
納
簿
で
は
貸
家
・
貸
地
料
は
単
独
の

記
載
も
あ
る
が
、
例
え
ば
「
鈴
木
椋
原
山
田
大

庭
伊
藤
石
井
平
出
ノ
地
家
賃
料
入
」
の
よ
う
に

複
数
を
一
項
目
に
ま
と
め
て
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
が
多
く
、
個
々
の
徴
収
は
貸
地
料
領
収
帳

類
に
よ
る
必
要
が
あ
る
。
海
老
塚
家
に
よ
る
直

接
徴
収
は
、
一
五
（
大
正
四
）
年
の
領
収
扣
で

は
借
地
・
借
家
人
五
〇
人
弱
の
記
載
が
あ
り
、

一
九
（
大
正
八
）
年
で
は
四
〇
人
強
が
記
載
さ

れ
て
い
る
（「
貸
家
貸
地
料
領
収
控
」
海
老
塚

明
資
料
九
九
・「
貸
地
料
領
収
帳　

丙
号
」
同

一
三
九
）。

　

こ
れ
ら
と
は
別
に
田
中
正
親
と
い
う
差
配
人

に
依
る
徴
収
も
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
差
配
人

に
よ
る
徴
収
額
は
、
一
六
（
大
正
五
）
年
で
は

全
徴
収
額
の
約
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

一
四
（
大
正
三
）
年
〜
二
〇
（
大
正
九
）
年
頃

ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
差
配
人
の
納
入
台
帳

を
見
る
と
（「
地
所
家
作
差
配
納
入
台
帳　

甲

号
」、
海
老
塚
明
資
料
九
四)

、
貸
地
は
一
二
筆
、

貸
家
は
二
階
建
四
戸
長
屋
な
ど
一
八
戸
分
の
徴

収
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
差
配
人
の
徴

収
地
域
は
、
戸
部
町
や
比
較
的
地
番
が
小
さ
い

 ●ある都市地主の経営

表１　西戸部町・戸部町・桜木町における海老塚明家の土地所有　1916年

町名 字名
筆数 面積（坪）

地価（円）
宅 山 田 畑 計 宅 田 畑 山 合計

西戸部町 御所山 11 2 13 3,364.69 376 3,740.69 11,354.08
石崎 15 15 2,198.03 2,198.03 7,172.27
扇田 12 1 1 14 2,366.99 15 50 2,431.99 4,940.02
池之坂 2 5 7 591.33 1,121 1,712.33 1,039.06
西之前 5 5 450.54 450.54 842.77
塩田 13 13 1,072 1,072.00 164.18
横枕 1 5 6 157.00 884 1,041.00 416.66
稲荷台 6 5 11 904 3,882 4,786.00 64.03
西ヶ原 1 2 1 4 139.43 186 39 364.43 204.43
古井戸 2 2 519 519.00 4.19
境之谷 4 4 626 626.00 5.56
富士塚 1 1 250 250.00 1.21

桜木町 1 1 226.18 226.18 1,031.22
戸部町 1 1 15.77 15.77 128.160
合　　計 49 22 19 7 97 9,509.96 1,971 1,140 6,813 19,433.96 27,367.84

注： 『横浜市土地宝典』（藤木測量事務所）1916 年、国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/
pid/1014807/）を使用。海老塚宇右衛門名義・海老塚明名義の合計。

表２　入金の種類別内訳　1916年

種別 金額 (円 ) 割合（%）

地代・家賃 9,215.498 88.6

無尽 788.610 7.6

配当金 267.470 2.6

下肥代 64.170 0.6

小作料 15.000 0.1

その他 45.350 0.4

合計 10,396.098 100.0

注 :「大正五年壱月　金銭出納簿」
 （海老塚明資料 103）
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あ
と
一
箇
所
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
西
戸
部
町

二
七
六
（
字
石
崎
）
は
、
一
六
五
坪
余
の
土
地

を
戸
部
米
吉
外
計
三
名
に
よ
り
借
地
さ
れ
て
い

る
。
借
地
面
積
は
三
七
坪
・
三
八
坪
・
四
二
坪

と
大
き
く
変
わ
ら
ず
、
坪
借
地
料
も
八
銭
三
厘

三
毛
（
四
二
坪
）
と
八
銭
宛
と
差
は
大
き
く
な

か
っ
た
。
ま
た
同
地
に
は
借
家
が
二
棟
あ
り
、

西
戸
部
町
の
東
方
を
担
当
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。

　

こ
の
差
配
人
台
帳
は
土
地
建
物
の
所
在
地
な

ど
が
記
載
さ
れ
、
記
載
が
な
い
直
接
徴
収
の
控

よ
り
も
情
報
が
多
い
。
次
に
こ
の
台
帳
に
よ
り

い
く
つ
か
の
土
地・建
物
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

　

花
咲
町
一
一
丁
目
九
二
番
地
は
、
一
六
年
に

は
八
区
画
六
人
が
借
地
し
て
い
た
（
表
１
で
は

桜
木
町
と
な
っ
て
い
る
）。
こ
の
う
ち
同
一
人

が
二
区
画
を
借
地
し
て
い
る
項
目
に
は
、「
表
」

「
裏
」ま
た
は「
表
地
」「
裏
地
」と
注
記
が
あ
り
、

「
裏
地
」
は
「
表
地
」
の
五
〇
〜
六
五
パ
ー
セ

ン
ト
の
坪
借
地
料
で
あ
っ
た
。
同
地
は
桜
川
沿

い
の
道
路
に
面
し
花
咲
橋
が
近
く
、「
裏
」
は

戸
部
町
に
接
し
道
路
か
ら
は
隔
た
っ
て
い
た
。

恐
ら
く
表
地
は
店
舗
用
で
あ
ろ
う
。
他
の
四
区

画
の
内
、「
裏
」
と
同
等
（
坪
七
銭
七
厘
）
の

一
区
画
は
「
裏
地
」
で
、
他
は
「
表
」
の
七
割

ほ
ど
の
借
地
料
な
の
で
表
か
ら
裏
ま
で
の
区
画

と
思
わ
れ
る
。

　

戸
部
町
五
丁
目
一
四
八
番
地
は
八
区
画
あ

り
、
二
面
と
別
の
一
面
の
角
付
近
が
道
路
に

面
し
て
い
る
。
比
較
的
広
い
（
三
〇
坪
と
二
二

坪
）
の
二
区
画
と
他
の
区
画
と
で
は
坪
当
た
り

借
地
料
が
二
倍
以
上
の
差
が
あ
る
。
低
借
地

料
の
土
地
の
内
、
比
較
的
広
い
二
区
画
は
高

い
一
区
画
の
借
地
人
と
同
一
で
、
道
路
に
面
し

た
区
画
か
ら
裏
ま
で
を
借
地
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
他
の
三
区
画
は
二
坪
〜
二
坪
半
程
の
区

画
で
同
地
の
四
戸
長
屋
の
借
家
人
の
借
地
な
の

で
私
道
だ
ろ
う
か
。
こ
の
長
屋
の
借
家
料
は
、

一
二
円
五
〇
銭
が
一
人
、
一
三
円
五
〇
銭
が
二

人
、
一
四
円
が
一
人
で
、
後
述
の
大
修
繕
後
に

は
五
〇
〜
七
五
銭
の
値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

木
造
平
屋
の
四
戸
と
三
戸
の
長
屋
と
思
わ
れ

る
。
図
１
に
よ
り
、
四
戸
長
屋
の
借
家
人
の
変

遷
を
見
る
と
、
一
戸
は
長
く
同
一
人
が
借
家
を

し
て
い
た
が
、
他
は
頻
繁
に
入
れ
替
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
理
由
は
分
か
ら
な
い
も
の

が
多
い
が
、
病
気
で
立
ち
退
き
や
勝
手
に
立
ち

退
く
も
の
も
い
た
。
ま
た
、
借
家
料
の
滞
納
に

よ
る
立
ち
退
き
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

貸
家
へ
の
出
金

　

次
に
貸
家
の
修
繕
な
ど
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て

見
て
い
こ
う
。

　

一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
お
け
る
家
屋
修

繕
の
手
間
賃
や
材
料
費
と
思
わ
れ
る
も
の
は

八
四
三
円
余
あ
り
、
全
出
金
の
九
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
る
。
こ
の
中
に
は
居
宅
関
係
も
含
ま
れ
て

い
る
の
で
貸
家
関
係
の
み
で
は
な
い
が
、
明
ら

か
に
貸
家
関
係
と
分
か
る
も
の
の
み
で
も
か
な

り
の
出
費
で
あ
る
。

　

別
に
あ
る
「
貸
家
畳
建
具
修
繕
控
帳
」（
海

老
塚
明
資
料
一
一
一
）
に
よ
り
一
五
（
大
正
四
）

年
末
か
ら
一
九
（
大
正
八
）
年
初
め
に
つ
い
て

み
る
と
、
特
に
一
六
年
中
の
出
費
が
多
く
計

一
九
回
あ
り
、
一
七
年
三
回
、
一
八
年
二
回
と

か
な
り
の
違
い
が
あ
っ
た
。
一
五
年
末
〜
一
六

年
に
か
け
て
、
西
戸
部
町
五
〇
三
番
地
の
貸
家

で
「
貸
渡
シ
」
が
多
く
、
こ
の
際
に
畳
の
新
調

や
裏
返
し
・
修
繕
な
ど
を
行
っ
た
た
め
で
あ
っ

た
。
ま
た
貸
渡
し
時
に
は
古
畳
で
あ
っ
た
も
の

を
新
調
・
修
繕
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

他
の
貸
家
で
も
「
九
畳
琉
球
表
ニ
テ
取
替
并
襖

弐
枚
ヲ
張
替
修
繕
ス
」
や
「
六
畳
裏
返
シ
、
五

畳
表
替
」
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。
五
〇
三
番

地
で
は
七
〜
一
〇
月
に
も
「
六
畳
縁
付　

諸
目

表
替
、
参
畳　

早
嶋
表
替
、
四
畳　

琉
球
表
替
」

な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
他
に
差
配
人
納
入

台
帳
に
は
、戸
部
町
五
丁
目
一
四
八
番
地
の
「
木

造
瓦
葺
二
階
建
壱
棟　

四
戸
建
」
で
「
大
正
五

年
拾
月
分
ハ
大
修
繕
ニ
付
壱
ヶ
月
ヲ
要
シ
タ
ル

ニ
付
仝
月
分
家
賃
免
除
ス
」
な
ど
の
記
載
が
あ

り
、
大
修
繕
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

一
〇
月
に
は
先
の
五
〇
三
番
地
で
も
畳
替
が
あ

り
、
そ
の
他
も
含
め
て
二
〇
二
円
六
六
銭
の
出

金
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
と
ん
ど
が
貸
家
関

係
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
畳
や
襖
以
外
に
も
壁
や

雨
樋
の
修
繕
、
下
水
工
事
等
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
他
に
は
、
火
災
に
備
え
て
火
災
保
険

へ
の
加
入
も
行
っ
て
い
た
。
一
六
年
で
は
西

戸
部
町
五
〇
三
番
地
一
一
棟
（
戸
か
）
三
五

円
、
二
二
七
番
地
一
棟
八
円
、
一
四
四
ノ
一
ノ

乙
瓦
葺
二
戸
三
円
、
戸
部
町
五
丁
目
一
四
七
番

地
四
戸
建
一
棟
と
硝
子
屋
一
棟
九
円
八
〇
銭
、

一
五
〇
番
地
四
戸
建
長
屋
七
円
を
そ
れ
ぞ
れ
出

金
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
一
件
は
「
神
戸
海

運(

〔
海
上
運
送
カ
〕)

火
災
保
険
会
社
」、
他

は
「
共
同
火
災
保
険
会
社
」
で
あ
っ
た
。

　

他
に
、
土
地
関
係
で
は
測
量
費
な
ど
、
ま
た

先
に
触
れ
た
差
配
人
へ
の
手
数
料
、
地
租
や
家

屋
税
等
が
コ
ス
ト
と
な
っ
た
。

【
参
考
文
献
】

森
田
忠
吉
編
『
開
港
五
十
年
紀
念
横
浜
成
功

名
誉
鑑
』（
横
浜
商
况
新
報
社
）
一
九
一
〇
年
、

『
横
浜
市
土
地
宝
典
』（
藤
木
測
量
事
務
所
）

一
九
一
六
年
、越
智
剛
二
郎
編『
横
浜
市
誌
』（
横

浜
市
誌
編
纂
所
）
一
九
二
九
年
。

 

（
百
瀬　

敏
夫
）

図１　西戸部町276番地４戸長屋借家人の変遷

注：「地所家作差配納入台帳　甲号」（海老塚明資料 94）。枠内は年 /月。
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戦
時
下
に
お
け
る
女
性
の
服
装

―
『
神
奈
川
新
聞
』「
生
活
欄
」
か
ら

は
じ
め
に

　

こ
こ
で
は
、
戦
時
下
に
物
資
調
達
が
次
第
に

難
し
く
な
っ
た
頃
の
女
性
た
ち
の
服
装
に
つ
い

て
、横
浜
市
市
民
部
生
活
課
が
『
神
奈
川
新
聞
』

に
連
載
し
た
「
生
活
欄
」
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

　

戦
時
下
の
人
び
と
の
服
装
と
い
え
ば
、
男
性

の
国
民
服
、
女
性
の
も
ん
ぺ
姿
を
思
い
浮
か
べ

る
事
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

そ
れ
は
戦
争
が
終
わ
り
に
近
づ
い
た
頃
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
一
一
月
一
日
に
、

「
国
民
服
令
」
が
公
布
即
日
施
行
さ
れ
た
。
男

性
の
国
民
服
は
、
軍
用
に
転
用
で
き
る
も
の
で
、

国
民
に
活
動
的
な
衣
服
を
常
に
着
せ
る
と
い
う

被
服
と
し
て
の
確
保
と
、
衣
服
の
原
料
と
な
る

繊
維
や
布
を
軍
用
生
産
に
確
保
す
る
と
い
う
目

的
が
あ
っ
た
。
普
及
に
は
時
間
を
要
し
た
が
、

一
九
四
四（
昭
和
一
九
）年
に
は
男
性
の「
制
服
」

と
な
っ
た
。

　

国
民
服
を
補
完
す
る
べ
く
、
厚
生
省
が
「
婦

人
標
準
服
」
を
制
定
し
た
の
は
、一
九
四
二
（
昭

和
一
七
）
年
で
あ
る
。
男
性
の
国
民
服
が
準

軍
服
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
に
対
し

て
、
標
準
服
は
「
非
常
時
の
活
動
的
な
服
装
」

で
あ
っ
た
。
一
番
の
目
的
は
、
手
持
ち
の
和
服

や
布
地
を
標
準
服
と
し
て
更
生
す
る
こ
と
で
、

新
調
せ
ず
に
、
軍
用
の
た
め
の
繊
維
や
布
地
を

確
保
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
四
月
に

は
国
家
総
動
員
法
に
も
と
づ
く
生
活
必
需
品

物
資
統
制
令
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
一

月
に
繊
維
製
品
配
給
消
費
統
制
規
則

が
制
定
さ
れ
た
。
衣
料
品
の
配
給
に

対
し
、
新
品
・
中
古
を
問
わ
ず
、
点

数
制
に
よ
る
切
符
制
度
を
実
施
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
戦
時
経

済
を
維
持
し
な
が
ら
衣
料
を
公
平
に

配
分
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

都
市
部
で
は
一
〇
〇
点
、
郡
部
で
は

八
〇
点
が
割
り
当
て
ら
れ
、
一
人
当

た
り
の
年
間
消
費
量
が
制
限
さ
れ
た
。

一
、
生
活
課
と
事
業

　

一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
二
月

に
横
浜
市
長
に
就
任
し
た
半
井
清
は
、
就
任

後
た
び
た
び
市
の
行
政
機
構
の
改
革
を
行
な
っ

た
。
半
井
市
政
を
特
徴
付
け
る
活
動
を
担
っ
た

の
は
、
市
民
課
、
生
活
課
、
調
査
課
か
ら
な
る

市
民
部
で
あ
っ
た
。
半
井
市
長
の
も
と
、
市
民

部
は
戦
時
下
の
市
民
生
活
指
導
を
推
進
し
た

が
、そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
、生
活
課
で
あ
っ

た
。「
衣
食
住
を
中
心
と
す
る
戦
時
下
市
民
生

活
の
合
理
化
増
強
」
を
目
的
と
し
、
一
〇
月
に

「
全
国
で
も
横
浜
市
が
初
め
て
」設
置
し
た（『
横

浜
市
史
Ⅱ
』
第
一
巻
下
、
四
三
六
頁
）。

　

一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
二
月
の
『
生

活
課
事
業
概
要
』
に
は
、
次
の
事
業
が
報
告
さ

れ
た
。
一
衣
料
合
理
化
指
導
関
係
、
二
食
生
活

合
理
化
指
導
関
係
、
三
住
宅
の
建
設
、
供
給
、

並
交
換
斡
旋
関
係
、四
結
婚
の
奨
励
指
導
関
係
、

五
神
奈
川
新
聞
に
生
活
欄
創
設
、
六
家
庭
燃
料

の
節
約
関
係
、
七
婦
人
会
館
管
理
関
係
、
八
住

宅
組
合
転
貸
資
金
整
理
状
況
を
あ
げ
た
。
衣
料

に
関
す
る
事
業
「
一
衣
料
合
理
化
指
導
関
係
」

は
、
家
庭
に
あ
る
衣
類
、
布
類
を
自
家
縫
製
に

よ
り
更
生
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
次
の
よ

う
に
実
施
し
た
。

⑴
足
袋
類
製
作
指
導

　

足
袋
や
靴
下
は
一
定
量
以
上
は
購
入
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
製
作
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開

催
し
、
技
術
講
師
を
派
遣
し
た
。
内
容
は
、
古

布
を
利
用
し
た
足
袋
類
の
作
り
方
、
靴
下
の
丈

夫
な
繕
い
方
、
布
製
の
運
動
靴
の
作
り
方
等
で

あ
っ
た
。
四
月
末
ま
で
に
講
習
会
八
回
、
講
師

派
遣
七
九
回
、
受
講
人
数
は
延
べ
一
八
四
八
人

で
あ
っ
た
。

⑵
家
庭
染
色
講
習
会

　

退
蔵
衣
料
更
生
活
用
奨
励
の
一
助
と
し
て
、

婦
人
会
館
に
お
い
て
四
月
に
八
回
の
講
習
会
を

開
催
し
、
四
八
三
人
が
参
加
し
た
。

⑶
衣
料
切
符
節
約
競
励
会

　

衣
料
節
約
の
実
を
挙
げ
る
た
め
、
隣
組
単
位

で
節
約
競
励
会
を
開
始
し
、
所
属
世
帯
員
数

平
均
の
使
用
実
績
を
、
一
人
に
付
き
六
〇
点
を

標
準
と
し
て
、
優
秀
者
に
市
長
賞
を
贈
呈
す

る
こ
と
と
し
た
。
五
月
か
ら
一
一
月
末
ま
で
で

二
一
八
八
組
、
世
帯
人
員
一
〇
万
一
五
二
七
人

が
参
加
し
た
。

⑷
衣
料
更
生
活
用
共
進
会

　

死
蔵
、
退
蔵
し
て
い
る
衣
料
を
更
生
活
用
し

て
新
た
な
衣
類
に
対
す
る
需
要
を
縮
減
さ
せ
る

た
め
、
市
民
家
庭
の
研
究
工
夫
を
奨
励
指
導
す

る
目
的
で
、
婦
人
会
館
を
会
場
に
、
七
月
七
日

か
ら
二
〇
日
の
二
週
間
開
催
し
た
。
一
般
家
庭

婦
人
の
応
募
出
品
七
九
二
点
、
女
子
中
学
校
、

洋
和
裁
学
校
等
の
参
考
出
品
二
二
四
点
に
及
ん

だ
。
観
覧
者
は
四
八
〇
〇
人
余
り
。
審
査
の
結

果
推
奨
す
る
も
の
に
、
賞
金
並
び
賞
状
を
授
与

し
た
。
一
等（
賞
金
一
〇
〇
円
）一
人
、二
等（
賞

金
五
〇
円
）
二
人
、三
等
（
賞
金
二
五
円
）
四
人
、

四
等
（
賞
金
五
円
）
二
二
人
、五
等
（
賞
金
三
円
）

三
〇
人
で
あ
っ
た
。

⑸
衣
料
更
生
相
談
所

　

更
生
活
用
共
進
会
と
同
時
に
、
七
月
か
ら
婦

写真１　「生活欄」『神奈川新聞』（1942年８月５日付）
「衣料切符節約競励会参加申込隣組」や「衣料更生活用共進
会」一等入選作品等を掲載。

 ●戦時下における女性の服装



5

人
会
館
内
に
衣
料
更
生
相
談
所
を
開
設
し
た
。

生
活
課
技
術
員
が
相
談
に
応
じ
て
指
導
す
る
と

共
に
、
各
種
型
紙
を
備
え
て
自
由
に
模
写
さ
せ

る
こ
と
と
し
た
。
多
大
の
好
評
を
得
て
、
一
一

月
末
ま
で
に
一
〇
二
五
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

⑹
大
日
本
婦
人
会
々
服
製
作
指
導

　

退
蔵
衣
料
更
生
の
た
め
、
町
内
会
隣
組
に

周
知
し
て
一
一
月
下
旬
よ
り
指
導
者
を
派
遣
。

一
二
月
一
〇
日
ま
で
に
指
導
回
数
一
四
回
、
受

講
者
八
二
四
人
に
及
ん
だ
。

　

事
業
の
七
に
挙
げ
た
婦
人
会
館
（
中
区
宮

崎
町
。
現
在
、
西
区
）
は
、
横
浜
連
合
婦
人
会

か
ら
横
浜
市
が
寄
附
を
受
け
た
も
の
で
、
三
月

三
〇
日
に
引
き
渡
さ
れ
、
工
事
を
し
た
の
ち
、

衣
料
更
生
相
談
所
や
講
習
会
場
、
衣
食
改
善
参

考
資
料
展
示
な
ど
に
活
用
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
事
業
の
五
に
あ
げ
た
の
が
『
神
奈

川
新
聞
』
に
紙
面
の
提
供
を
受
け
て
八
月
一
日

に
創
設
し
た
、「
生
活
欄
」
で
あ
っ
た
。

二
、「
生
活
欄
」
か
ら

　
「
生
活
欄
」
は
衣
食
住
そ
の
他
市
民
生
活
一

般
に
つ
い
て
、
市
民
の
便
宜
を
図
る
目
的
で
、

月
曜
日
を
除
く
毎
日
『
神
奈
川
新
聞
』
に
掲
出

さ
れ
た
。

　
「
生
活
欄
」
第
一
回
（
一
九
四
二
年
八
月
一

日
付
）
は
、「
衣
料
切
符
節
約
競
励
会
」
に
つ

い
て
、「
季
節
の
献
立
」（
ま
ぐ
ろ
の
ト
マ
ト
煮
）

と
「
住
宅
の
交
換
」（
勤
務
先
に
近
い
住
居
の

紹
介
）
の
記
事
を
載
せ
た
。

　

第
七
回
（
八
月
七
日
付
）
で
は
、
生
活
課
の
事

業
種
目
を
紹
介
し
た
。
婦
人
会
館
で
は
次
の
事

業
を
行
な
っ
た
。「
衣
類
更
生
相
談
所（
午
前
中
）、

栄
養
相
談
所
（
月・水・金
）、
結
婚
相
談
所
（
火・

木
・
土
）、
衣
料
型
紙
貸
与
（
午
前
中
）、
栄
養
指

導
員
養
成
所
、
生
活
刷
新
参
考
資
料
展
示
」。

　

市
役
所
生
活
課
で
は
、「
季
節
の
献
立
発
表

（
毎
日
）、
住
宅
の
交
換
斡
旋
、
衣
料
切
符
節
約

競
励
会
、
売
家
貸
家
の
仲
介
、
神
奈
川
新
聞
生

活
欄
の
編
輯
、
古
布
更
生
足
袋
類
の
製
作
指
導

講
師
派
遣
、
其
の
他
衣
食
に
関
す
る
講
習
会
等

開
催
（
時
々
）」
を
行
な
っ
た
。

　

以
下
、「
生
活
欄
」
に
掲
載
さ
れ
た
衣
類
に

関
す
る
記
事
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。

衣
料
更
生
活
用
共
進
会

　

八
月
五
日
付
「
生
活
欄
」
に
「
衣
料
の
更
生
」

と
し
て
、
前
頁
⑷
で
あ
げ
た
「
衣
料
更
生
活
用

共
進
会
」
の
一
等
入
選
、
石
川
て
る
子
作
「
古

い
レ
ー
ス
・
シ
ョ
ー
ル
で
外
出
用
の
ブ
ラ
ウ
ス

を
」
を
紹
介
し
た
。
作
品
の
写
真
入
り
で
、
生

活
課
高
野
技
手
に
よ
る
説
明
と
と
も
に
掲
載
し

た
（
写
真
１
）。
そ
し
て
、
こ
の
号
か
ら
写
真

入
り
で
入
賞
作
品
・
佳
作
の
作
り
方
の
連
載
が

始
ま
る
。
ま
た
、
婦
人
会
館
の
衣

料
更
生
相
談
所
で
は
、
各
種
の
衣

料
型
紙
（
約
七
十
種
）
を
用
意
し

て
お
り
、
利
用
に
備
え
て
い
る
の

で
、
古
新
聞
、
古
包
装
紙
な
ど
を

持
参
の
う
え
、
自
由
に
写
し
と
る

よ
う
に
と
述
べ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
連
載
さ
れ
た
三
等

ま
で
の
作
品
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

二
等
入
選　

植
木
好
子
作
「
古

い
セ
ル
着
物
で
姉
妹
三
人
の
服
」

／
忽
那
富
恵
作
「
着
古
し
の
老
人

着
物
を
娘
の
外
出
着
に
」

　

三
等
入
選　

川
瀬
花
枝
作
「
女

物
セ
ル
を
染
め
て
男
子
背
広
服
上
下
」
／
野
口

澄
江
作
「
女
学
生
オ
ー
バ
ー
を
婦
人
コ
ー
ト
に
」

／
石
倉
冨
美
子
作
「
古
袴
か
ら
婦
人
外
出
用

ス
ー
ツ
」
／
大
橋
志
津
子
作
「
シ
ョ
ー
ル
の
古

で
可
愛
い
ゝ
女
児
服
」

　

男
性
用
は
「
男
子
背
広
上
下
」
一
件
の
み
で

あ
る
。
佳
作
の
更
生
服
も
、
子
ど
も
服
と
女
性

の
洋
服
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

大
日
本
婦
人
会
々
員
制
服

　

戦
時
の
女
性
団
体
に
は
、
愛
国
婦
人
会

（
一
九
〇
一
年
三
月
結
成
）、
大
日
本
連
合
婦
人

会
（
一
九
三
〇
年
一
二
月
結
成
）、
大
日
本
国

防
婦
人
会
（
一
九
三
二
年
一
〇
月
結
成
）、
の

三
団
体
が
あ
っ
た
。
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）

年
二
月
に
三
団
体
が
統
合
し
、
大
日
本
婦
人
会

（
日
婦
）
が
設
立
し
た
。
横
浜
で
は
一
〇
月
八

日
に
横
浜
支
部
が
発
足
し
て
い
る
。
支
部
長
は

欠
員
で
、副
支
部
長
に
半
井
久
子（
市
長
夫
人
）、

等
が
就
任
し
た
。「
戦
時
家
庭
生
活
の
新
建
設
」

を
事
業
の
一
つ
に
あ
げ
、「
決
戦
生
活
体
制
」

を
つ
く
り
あ
げ
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
（『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
第
一
巻
下
、
八
八
七
―

八
九
〇
頁
）。

　

一
一
月
三
日
か
ら
「
生
活
欄
」
に
、「
衣
料

の
更
生　

大
日
本
婦
人
会
々
員
制
服
の
作
り

方
」
を
載
せ
た
。「
全
日
本
婦
人
か
ら
満
二
十

才
未
満
の
未
婚
婦
人
を
除
い
た
後
の
方
は
皆
大

日
本
婦
人
会
の
会
員
」
で
、
そ
れ
を
示
す
場

合
に
着
る
、
新
し
い
制
服
が
定
め
ら
れ
た
。
ま

だ
持
た
な
い
人
の
た
め
に
、
家
庭
で
す
ぐ
作
れ

る
様
に
解
説
し
た
。
用
布
及
び
材
料
は
、「
行

李
や
押
入
れ
の
隅
に
蔵
ひ
込
ん
だ
儘
の
不
用
衣

類
」
を
利
用
す
る
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
例

え
ば
、「
亡
く
な
つ
た
お
祖
父
さ
ん
の
紺
絣
の

着
物
と
か
、
柄
が
難
で
着
物
と
し
て
は
着
ら
れ

な
い
十
年
前
の
メ
リ
ン
ス
、
膝
の
抜
け
た
銘
仙

の
着
物
も
い
ゝ
し
、
破
れ
た
浴
衣
二
枚
を
合
せ

て
も
よ
く
又
幟
や
幕
等
の
利
用
そ
の
他
木
綿
、

銘
仙
、
メ
リ
ン
ス
、
サ
ー
ジ
、〔
麻
〕、
ス
フ
入

写真２　「生活欄」『神奈川新聞』（1942年11月８日付）
大日本婦人会々員制服の作り方を連載した。記事は元国防婦
人会々服の直し方である。
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等
縮
緬
風
の
布
地
で
な
く
銘
仙
以
下
な
ら
何
で

も
結
構
で
す
。
方
方マ
マ

傷
ん
だ
、
柄
の
違
つ
た
但

し
同
じ
地
〔
質
〕
の
着
物
の
い
ゝ
所
だ
け
寄
せ

集
め
て
も
後
で
染
め
る
の
で
す
か
ら
充
分
着
ら

れ
ま
す
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

同
月
八
日
に
は
「
元
国
防
婦
人
会
々
服
の
直

し
方
」（
写
真
２
）
が
載
っ
た
。
大
日
本
国
防

婦
人
会
の
会
員
は
、
着
物
に
白
い
か
っ
ぽ
う
着

を
着
て
、
右
肩
か
ら
「
大
日
本
国
防
婦
人
会
」

と
書
い
た
た
す
き
を
つ
け
て
い
た
（
写
真
３
）。

記
事
は
、
型
紙
の
図
と
と
も
に
、
作
り
方
を
同

月
一
一
日
ま
で
七
回
に
わ
た
り
連
載
し
た
。
前

頁
⑹
に
あ
げ
た
会
服
製
作
指
導
講
習
会
の
案
内

も
掲
載
し
た
。

婦
人
標
準
服
展
示
会

　

横
浜
市
生
活
課
で
は
普
及
運
動
の
第
一
着
手

と
し
て
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）

年
六
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
七
日
ま

で
婦
人
標
準
服
展
示
会
を
開
催
し

た
。
会
場
は
婦
人
会
館
を
第
一
展
示

場
と
し
、
松
屋
、
野
澤
屋
、
寿
百
貨

店
の
「
飾
窓
」
を
そ
れ
ぞ
れ
第
二
、

第
三
、
第
四
展
示
場
と
し
て
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
優
秀
作
品
を
総
計

七
〇
点
陳
列
し
た
。
時
局
柄
非
常
な

反
響
を
呼
ん
で
、
初
日
は
開
館
早
々

熱
心
な
女
性
達
が
多
数
詰
め
か
け
、

正
午
頃
は
押
す
な
押
す
な
の
状
況
で

あ
っ
た
。
半
井
市
長
夫
人
の
顔
も
見

え
た
。
標
準
服
を
着
せ
た
人
形
に
人

気
は
沸
騰
し
、
黒
山
の
人
だ
か
り
で

あ
っ
た
と
い
う
。
婦
人
会
館
に
投
票

箱
を
置
き
、
全
て
の
会
場
を
見
た
上

で
、
好
み
の
型
を
三
点
だ
け
投
票
す
る
よ
う
に

し
た
。
二
九
日
に
点
数
の
結
果
を
掲
載
し
た
。

　

展
示
中
の
六
月
二
四
日
か
ら
、「
退
蔵
衣
料

で
婦
人
標
準
服
」
を
掲
載
し
、
横
浜
市
技
師
補

高
野
武
夫
が
解
説
し
た
。
記
事
は
「
展
示
会
で

好
評
の
婦
人
標
準
服
」、「
簡
素
で
美
し
い
婦
人

標
準
服
」
等
と
見
出
し
を
改
め
て
、
写
真
入
り

で
八
月
一
二
日
ま
で
四
三
回
続
い
た
。
婦
人
標

準
服
に
は
、
甲
型
（
洋
服
型
）
一
部
式
（
ワ
ン

ピ
―
ス
）
一
号
・二
号
、二
部
式
（
ツ
ー
ピ
ー
ス
）

一
号
・
二
号
、
乙
型
（
和
服
型
）
一
部
式
、
二

部
式
一
号
・
二
号
の
七
種
類
と
活
動
衣
が
あ
り
、

デ
ザ
イ
ン
は
わ
り
あ
い
に
自
由
で
あ
っ
た
。

婦
人
標
準
服
の
作
り
方

　

続
い
て
「
戦
時
下
の
衣
服
は
皆
こ
れ
で
ゆ
か

う
」
と
、
高
野
に
よ
る
「
標
準
服
の
作
り
方
」

を
八
月
一
三
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
、
製
図
や

写
真
と
と
も
に
一
八
回
に
わ
た
り
連
載
し
て
い

る
（
写
真
４
）。

　

九
月
三
日
に
は
「
警
報
下
の
外
出
は
防
空
服

装
で
」
と
退
避
や
消
火
活
動
に
便
利
な
防
空
活

動
衣
（
標
準
服
活
動
衣　

ズ
ボ
ン
式
、モ
ン
ペ
型
）

を
紹
介
し
、
翌
日
か
ら
退
蔵
衣
料
を
利
用
し
た

「
防
空
活
動
衣
の
作
り
方
」
を
一
二
日
ま
で
七
回

掲
載
し
た
。

　

そ
し
て
、
標
準
服
に
用
い
る
下
着
の
作
り
方

等
も
連
載
し
た
。「
標
準
型
甲
型
用
中
穿
の
作
り

方
」（
九
月
一
四
日
と
一
五
日
の
二
回
）、「
標
準

服
甲
型
用
中
着
の
作
り
方
」（
一
六
日
）、「
標
準

服
乙
型
の
作
り
方
」（
一
七
日
か
ら
二
八
日
ま
で

七
回
）
で
あ
っ
た
。
一
〇
月
か
ら
は
高
野
に
代

り
、
横
浜
市
技
手
の
森
み
つ
が
作
り
方
を
説
明

し
た
。「
婦
人
標
準
服
用
中
穿
の
作
り
方
」（
一
〇

月
九
日
と
一
二
日
の
二
回
）、「
婦
人
標
準
服
用

下
穿
の
作
り
方
」（
一
三
日
か
ら
一
五
日
ま
で
三

回
）
で
あ
る
。
加
え
て
「
標
準
服
用
羽
織
」
の

作
り
方
を
一
七
日
と
一
九
日
の
二
回
連
載
し
た
。

長
袖
を
断
ち
ま
せ
う

　

一
一
月
二
四
日
と
二
五
日
に
は
、
着
物
の
長

袖
を
切
っ
て
更
生
す
る
方
法
を
、
森
が
説
明
し

て
い
る
。「
元
禄
袖
は
優
美
で
す
が
実
際
に
活

動
い
た
し
ま
す
時
は
舟
底
型
の
お
袖
の
方
が
一

層
に
袂
が
摺
れ
な
い
た
め
軽
快
に
動
く
こ
と
が

出
来
ま
す
布
の
傷
ま
な
い
点
か
ら
も
い
い
で
せ

う
」
そ
し
て
、「
袖
丈
は
一
尺
以
内
が
原
則
で

す
が
布
の
都
合
で
七
寸
く
ら
い
に
な
っ
て
も
着

ら
れ
ま
す
」
と
記
載
す
る
。

　

ま
た
、
一
二
月
一
九
日
と
二
〇
日
に
は
、

「
切
っ
た
袂
で
出
来
る
品
物
」
を
掲
載
し
た
。

　
「
苛
烈
な
決
戦
下
」
で
緊
張
と
資
源
節
約
の

た
め
、
着
物
の
長
袖
を
断
つ
事
に
な
り
、
既
に

大
部
分
の
婦
人
が
実
行
し
つ
つ
あ
る
事
は
喜
ば

し
い
限
り
で
あ
る
が
、
更
に
一
歩
進
め
て
こ
の

小
布
を
有
効
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
。「
袖

丈
の
長
い
も
の
は
片
袖
だ
け
で
賄
へ
る
の
で
、

も
う
一
方
は
長
い
ま
ゝ
残
る
か
ら
利
用
価
値
も

高
く
な
る
。
従
っ
て
袖
を
詰
め
る
時
は
最
初
か

ら
多
少
袖
丈
は
短
か
く
と
も
片
袖
を
無
疵
で
残

写真３ 　羊毛資源愛護運動を実施する大日本国防婦人会々員 青木方子家資料
大日本国防婦人会の会服としてかっぽう着が採用され、以後銃後の婦人会の活
動着として定着した。

写真４　「生活欄」『神奈川新聞』（1943年９月２日付）
標準服の作り方を連載した。
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す
様
計
画
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
」。

　

残
す
袖
を
短
く
し
て
、
片
袖
を
完
全
に
残

す
と
子
供
の
ス
カ
ー
ト
や
袖
無
し
な
ど
が
作
れ

る
。
も
し
、
女
性
の
冬
物
二
組
（
袷
、
羽
織
、

長
襦
袢
）
の
袖
を
五
寸
（
約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）
ず
つ
短
く
す
れ
ば
、約
一
反
（
一
二
メ
ー

ト
ル
）
の
布
地
が
出
る
。
長
袖
は
贅
沢
だ
か
ら

断
つ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
資
源
と
し
て
活
用

し
よ
う
と
し
た
。

衣
料
の
活
用

　

物
資
不
足
が
よ
り
深
刻
と
な
り
、
衣
料

切
符
の
交
換
点
数
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
。

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
に
は
、
都
市
部

七
五
点
、
郡
部
六
〇
点
と
な
っ
た
。

　

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
三
月
一
日
付
「
生

活
欄
」
に
は
、
さ
ら
に
削
減
さ
れ
た
頃
の
衣
料

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
私
達
は
更
に
一
歩
進
ん
で
衣
料
切
符
は
一

枚
も
使
は
ず
決
戦
生
活
に
打
勝
つ
覚
悟
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
そ
れ
に
は
「
退
蔵
衣

料
の
上
手
な
活
用
が
残
さ
れ
た
唯
一
の
道
で
す

が
、
さ
て
、
し
ま
つ
て
あ
る
材
料
が
ど
ん
な
風

に
活
か
さ
れ
る
か
を
少
し
考
へ
て
見
ま
せ
う
」

と
し
て
、
例
を
あ
げ
た
。

　

長
着
は
甲
乙
型
標
準
服
・
防
空
服
上
下
揃
及

頭
巾
・
手
袋
一
組
・
子
供
服
・
布
団
・
座
布
団

五
枚
・
羽
織
二
枚
、
襞
ス
カ
ー
ト
は
ズ
ボ
ン
・

子
供
服
、
背
広
服
は
国
民
服
乙
型
・
婦
人
服
、

マ
ン
ト
は
学
生
用
外
套
、
シ
ョ
ー
ル
は
子
供
服
・

ボ
レ
ロ
、
湯
上
り
タ
オ
ル
は
赤
ち
ゃ
ん
の
寝
巻
、

カ
ー
テ
ン
は
子
供
服
。

　

そ
し
て
「
ま
だ
ま
だ
考
え
様
に
依
っ
て
は
大

切
な
も
の
が
い
く
ら
で
も
出
来
る
の
で
創
意
と

工
夫
を
凝
ら
し
て
無
駄
な
く
活
用
す
る
事
に
努

め
ま
せ
う
」
と
述
べ
た
。

　

同
日
に
は
「
モ
ン
ペ
下
穿
講
習
会
」
の
案
内

も
載
せ
た
。
古
布
を
利
用
し
た
温
か
い
も
ん
ぺ

の
「
下
穿
」
と
「
中
穿
」
を
、
家
庭
で
作
る
た

め
の
講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
。
古
布
は
、
例

え
ば
長
袖
を
元
禄
袖
に
し
た
残
り
の
布
等
を
適

当
な
量
持
参
の
う
え
、
参
加
し
て
ほ
し
い
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

戦
時
下
に
お
け
る
労
力
物
資
の
急
速
な
不
足

に
よ
り
、
生
活
課
の
事
業
は
当
初
の
「
合
理
化

指
導
」
に
よ
る
市
民
戦
時
生
活
の
増
強
か
ら
、

一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）

年
秋
頃
よ
り
市
の
直
接

物
資
更
生
活
用
に
よ
る

市
民
生
活
補
強
へ
と
変

わ
っ
た
。
そ
し
て
、
二

年
間
続
い
た
「
生
活
欄
」

は
、
一
九
四
四
（
昭
和

一
九
）
年
七
月
三
〇
日

の
五
七
六
回
で
終
了
し

た
。

　

こ
の
欄
を
と
お
し
て

生
活
課
は
、
衣
類
は
新

調
す
る
の
で
は
な
く
、

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
衣

類
や
古
布
を
自
家
縫
製

に
よ
り
更
生
し
て
、
労

力
を
減
ら
す
と
と
も
に

繊
維
品
を
軍
事
用
の
資

源
と
し
て
残
す
こ
と
を
女
性
た
ち
に
求
め
た
。

大
日
本
婦
人
会
の
協
力
の
も
と
、
衣
料
切
符
の

返
納
や
標
準
服
の
普
及
に
も
つ
と
め
た
。

　
「
生
活
欄
」
に
紹
介
さ
れ
た
更
生
活
用
共
進

会
の
作
品
か
ら
は
、
不
自
由
な
状
況
で
は
あ
っ

た
が
、
女
性
た
ち
が
手
持
ち
の
限
ら
れ
た
材
料

の
中
で
、
創
意
工
夫
し
て
衣
類
を
作
ろ
う
と
し

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
生
活
課
は
婦
人
標
準
服
の
普
及
の
た

め
に
展
覧
会
や
標
準
服
作
製
の
講
習
会
を
開
い

た
。
展
覧
会
の
作
品
は
、
決
め
ら
れ
た
形
は
あ

る
も
の
の
、
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
こ
と
は
可
能

で
あ
り
、
展
覧
会
自
体
は
多
く
の
観
覧
者
で
賑

わ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
標
準
服
の
着
用
は

強
制
で
は
な
く
、
女
性
た
ち
が
必
要
性
を
実
感

し
な
か
っ
た
た
め
、
一
般
的
に
は
あ
ま
り
普
及

し
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
頃
に

は
防
空
演
習
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
女
性
た
ち
は
ズ
ボ
ン
や
も
ん
ぺ
の
有
用
性

は
認
識
し
て
い
た
。
写
真
５
は
女
性
た
ち
に
よ

る
防
空
演
習
の
も
の
で
あ
る
。
も
ん
ぺ
を
は
き
、

防
護
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
空
襲
が
始
ま
る

と
活
動
性
か
ら
、
防
空
活
動
衣
で
あ
る
も
ん
ぺ

が
日
常
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

（
上
田　

由
美
）

【
参
考
資
料
】

井
上
雅
人
著
『
洋
服
と
日
本
人
―
国
民
服
と
い

う
モ
ー
ド
』（
廣
済
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）

増
田
美
子
編
『
日
本
衣
服
史
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
〇
年
）

刑
部
芳
則
著
『
洋
装
の
日
本
史
』（
集
英
社
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
二
〇
二
二
年
）

写真５　女性たちによる防空演習　1944年 横浜の空襲と戦災関係資料
杉田町（現在、磯子区杉田）で行われた。参加者は、防護頭巾にもんぺ姿である。
マスクをしている女性も見える。

●戦時下における女性の服装
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横
浜
市
電
停
留
場
の
考
察

は
じ
め
に

　

都
市
内
の
移
動
手
段
と
し
て
路
面
電
車

が
、
横
浜
に
登
場
し
た
の
は
一
九
〇
四
（
明
治

三
七
）
年
で
あ
る
。
当
初
は
横
浜
電
気
鉄
道
と

い
う
私
鉄
と
し
て
開
通
し
、
一
九
二
一
（
大
正

一
〇
）
年
に
横
浜
市
が
こ
れ
を
買
収
。
電
気
局

を
設
置
し
て
路
面
電
車
の
運
営
を
開
始
す
る
。

「
横
浜
市
電
」
の
成
立
で
あ
る
。

　

そ
の
路
線
距
離
は
市
営
化
当
初
、
二
〇
．四

キ
ロ
だ
っ
た
が
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
関
東

大
震
災
か
ら
の
復
興
期
に
急
速
に
拡
張
し
て

四
〇
キ
ロ
を
越
え
た
。
戦
後
も
少
し
延
び
、
廃

止
が
決
ま
る
ま
で
五
一
．八
キ
ロ
を
維
持
し
た
。

一
日
あ
た
り
の
利
用
客
数
は
一
九
五
〇
年
代
か

ら
六
〇
年
代
前
半
ま
で
約
三
十
万
人
で
安
定

し
、
在
籍
す
る
車
両
の
数
は
約
二
百
両
、
電
車

の
運
転
系
統
は
十
三
本
に
達
し
た
。
そ
し
て
、

停
留
場
は
最
多
で
百
三
十
五
か
所
あ
っ
た
。

市
電
の
停
留
場

　

本
稿
で
着
目
す
る
の
は
停
留
場
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
付
近
の
地
名
や
橋
の
名
な
ど
か
ら
名
称

が
付
さ
れ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
車
両
に
つ
い

て
は
個
々
の
履
歴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
一
つ
一
つ
の
停
留
所
の
変
遷
を
ま
と

め
た
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
。
戦
後
は
全
て
の

停
留
場
を
記
載
し
た
運
転
系
統
図
が
作
成
さ

れ
、
お
よ
そ
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

戦
前
は
主
な
停
留
場
し
か
記
載
が
な
く
、
特
に

そ
の
新
設
や
改
称
等
が
多
々
実
施
さ
れ
た
震
災

復
興
期
な
ど
、
停
留
所
の
変
遷
は
未
整
理
の
ま

ま
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
悉
皆
的
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る

唯
一
の
資
料
と
し
て
、
横
浜
市
の
公
報
の
『
横

浜
市
報
』（
以
下
、『
市
報
』）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
こ
に
は
市
営
化
以
後
、
停
留
場
の
移
設
、
新

設
、
改
称
、
廃
止
に
つ
い
て
の
市
か
ら
の
告
示

が
随
時
記
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
本
稿
で
は

そ
れ
ら
を
抽
出
し
戦
時
中
ま
で
を
一
覧
に
ま
と

め
て
お
き
た
い
。

　

電
気
局
の
発
行
し
た
『
横
浜
市
電
気
局
事
業

誌
』（
一
九
四
〇
年
）（
以
下
、『
事
業
誌
』）
に

は
、
市
電
発
足
時
の
停
留
場
の
数
は
六
十
一

と
あ
る
。
そ
れ
ら
全
て
の
位
置
と
名
称
は
不

確
か
だ
が
、
複
数
の
民
間
地
図
等
よ
り
推
定

す
る
と
図
２
の
通
り
と
な
る
。
ま
た
、『
事
業

誌
』
に
は
そ
の
後
の
停
留
場
数
の
推
移
が
次

の
通
り
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正
一
〇・
一
一
年

度
＝
六
十
一
、一
二
年
度
＝
六
十
三
、一
三
年
度

＝
六
十
五
、一
四
年
度
＝
七
十
、一
五
年
度
＝

七
十
六
、
昭
和
二
年
度
＝
八
十
七
、三
年
度
＝

百
二
十
五
、四
年
度
＝
百
二
十
九
、五・
六
年
度

＝
百
三
十
一
、七
〜
一
四
年
度
＝
百
三
十
二
。

考　

察

　

表
１
（
次
々
頁
）
が
、『
市
報
』
よ
り
抽
出

し
た
情
報
を
年
月
日
順
に
ま
と
め
た
結
果
で

あ
る
。
図
２
お
よ
び
『
事
業
誌
』
の
数
字
を

参
照
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

■
大
正
一
〇
〜
一
二
年
度

　
（
一
九
二
一
年
四
月
〜
一
九
二
四
年
三
月
）

　

横
浜
市
電
気
局
は
横
浜
電
気
鉄
道
の
進

め
て
い
た
三
路
線
の
新
設
計
画
を
引
き
継
ぎ
、

一
九
二
二（
大
正
一
一
）年
に
本
牧
線
の
延
長
と
、

杉
田
線
お
よ
び
久
保
町
線
の
建
設
を
決
定
し

た
。
し
か
し
、
二
三
（
同
一
二
）
年
九
月
に
発

生
し
た
関
東
大
震
災
で
計
画
は
頓
挫
す
る
。
市

営
化
か
ら
震
災
前
後
の
こ
の
時
期
に
路
線
の
建

設
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。『
事
業
誌
』
に
よ
る

と
二
カ
所
増
設
さ
れ
て
い
る
が
、『
市
報
』
に

告
示
は
見
ら
れ
ず
、
子
細
は
不
明
で
あ
る
。

■
大
正
一
三
〜
一
五
年
度

　
（
一
九
二
四
年
四
月
〜
一
九
二
七
年
三
月
）

　

震
災
直
後
の
復
旧
を
終
え
、
ま
ず
三
線
の
計

画
が
再
開
さ
れ
て
、
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）

年
四
月
に
本
牧
線
が
間
門
ま
で
延
長
さ
れ
、
翌

年
に
杉
田
線
が
開
通
し
た
（
翌
々
年
度
中
に

終
点
延
長
）。
震
災
復
興
事
業
で
新
た
に
計
画

さ
れ
た
路
線
で
最
初
に
開
通
し
た
千
歳
橋
線

を
含
め
、
停
留
場
は
十
四
か
所
が
新
設
さ
れ

一
か
所
が
廃
止
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
増
加
数
は

十
三
と
な
り
、『
事
業
誌
』
の

大
正
一
二
年
度
か
ら
一
五
年
度

ま
で
の
増
加
数
と
一
致
す
る
。

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
三
月

時
点
の
停
留
場
数
は
確
か
に

七
十
六
だ
ろ
う
。

■
昭
和
二
年
度

　
（
一
九
二
七
年
四
月
〜

一
九
二
八
年
三
月
）

　

道
路
整
備
や
区
画
整
理
と
連

動
し
て
市
電
は
既
設
線
路
の
改

良
や
新
線
の
敷
設
を
進
め
、
同

年
度
に
路
線
網
の
拡
張
が
本
格

化
す
る
。
ま
ず
浅
間
町
線
と
長

者
町
線
の
一
部
が
開
通
し
、
洪

福
寺
前
な
ど
十
一
か
所
の
停
留

場
が
新
設
さ
れ
た
。
や
は
り

『
事
業
誌
』
の
数
値
と
一
致
し
、

一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
三
月
時
点
の
停
留
場

数
は
八
十
七
で
相
違
な
い
だ
ろ
う
。

■
昭
和
三
年
度

　
（
一
九
二
八
年
四
月
〜
一
九
二
九
年
三
月
）

　

開
通
ラ
ッ
シ
ュ
を
迎
え
て
路
線
距
離
は
一
気

に
二
倍
以
上
と
な
る
。
子
安
線
が
約
五
キ
ロ
の

長
距
離
に
わ
た
っ
て
開
通
し
た
の
を
筆
頭
に
、

六
角
橋
線
が
部
分
開
通
を
重
ね
る
な
ど
、
郊
外

へ
の
新
路
線
が
距
離
を
伸
ば
し
た
。
ま
た
、
関

内
・
関
外
地
区
で
も
、
拡
幅
さ
れ
た
街
路
に
既

存
の
路
線
が
移
設
さ
れ
た
他
、
本
町
線
な
ど
が

新
規
に
開
通
し
た
。
停
留
場
の
新
設
は
四
十
九

か
所
に
及
ぶ
。
一
方
、
廃
止
は
日
本
橋
な
ど
二

か
所
し
か
記
載
が
な
い
が
、『
事
業
誌
』
に
よ

る
と
当
年
度
に
三
十
八
か
所
増
え
百
二
十
五
か

所
と
な
る
。
廃
止
の
停
留
場
が
す
べ
て
告
示
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
他
に
九
か
所
ほ
ど
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
改
称
が
二
十
か
所
で
行
わ
れ
て

 ●横浜市電停留場の考察

図１　市電の停留場についての告示
を掲載した『横浜市報』
同88号（昭和３年９月４日付）より

図2　市営化時の横浜市電の路線と停留場（作図）
基図：「大正調査番地入横浜市全図」（1920年）
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い
る
。
横
浜
駅
の
移
転
に
伴
う
も
の
も
あ
る
が
、

旧
中
区
で
主
に
同
年
に
行
わ
れ
た
町
界
町
名
地

番
の
整
理
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
。
足
曳
町

や
南
六
ツ
目
な
ど
、
旧
町
名
や
字
名
な
ど
を
付

し
た
停
留
場
が
曙
町
一
丁
目
や
吉
野
町
三
丁
目

な
ど
、
新
町
名
に
対
応
し
た
も
の
に
改
め
ら
れ

る
な
ど
し
た
。

＊ 

「
本
町
一
丁
目
」（
斜
字
）は
原
文（「
三
丁
目
」）

を
筆
者
が
修
正
し
た
。

■
昭
和
四
〜
六
年
度

　
（
一
九
二
九
年
四
月
〜
一
九
三
二
年
三
月
）

　

一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
平
沼
線
が
開
通
、

一
部
が
開
通
し
て
い
た
日
の
出
町
線
や
浅
間
町

線
が
そ
れ
ぞ
れ
全
通
し
、
同
年
末
の
保
土
ヶ
谷

線
の
開
通
を
も
っ
て
新
路
線
の
建
設
は
完
了
す

る
。
な
お
、
道
上
停
留
場
（
斜
字
）
は
告
示
に

な
い
が
補
足
し
た
。
こ
れ
を
含
め
停
留
場
の
新

設
は
十
か
所
、
廃
止
は
四
か
所
で
、『
事
業
誌
』

の
数
字
と
同
じ
く
六
か
所
増
え
て
百
三
十
一
か

所
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
の
年
始
に
は
神
奈

川
区
で
の
町
界
町
名
地
番
の
整
理
を
受
け
て
、

十
四
か
所
の
改
称
が
実
施
さ
れ
た
。
例
え
ば
新

町
が
神
奈
川
通
七
丁
目
、
柳
町
が
西
神
奈
川
町

三
丁
目
に
改
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
採
用
さ
れ
る

地
名
が
小
字
か
ら
町
丁
に
変
わ
る
事
例
が
顕
著

で
あ
る
。

■
昭
和
七
年
度
以
降
（
一
九
三
二
年
四
月
〜
）

　

停
留
場
の
新
設
は
な
く
な
り
、
青
木
通
が

神
奈
川
区
役
所
前
に
変
わ
る
な
ど
、
地
名
か
ら

施
設
名
へ
の
改
称
が
い
く
つ
か
実
施
さ
れ
て
い

る
。

　

さ
て
、
全
て
の
停
留
場
の
名
称
が
記
載
さ

れ
た
路
線
図
が
電
気
局
で
作
成
さ
れ
た
の
は

一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
が
最
初
の
よ
う
で
、

図
３
は
そ
の
翌
年
の
版
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
停

留
場
が
百
三
十
一
か
所
あ
り
、『
事
業
誌
』
の

六
年
度
以
前
の
数
字
と
一
致
す
る
が
、
七
年
度

に
増
え
た
一
か
所
は
不
明
で
あ
る
。

　

戦
時
中
に
は
廃
止
（
統
合
）
が
進
め
ら

れ
、
電
気
局
の
「
電
車
停
留
場
間
粁
程
表
」

（
一
九
四
四
年
）
に
あ
る
停
留
場
数
は
百
十
九

に
減
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
同
年
八
月
に
生

麦
か
ら
鶴
見
駅
前
へ
の
延
伸
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
区
間
は
翌
年
五
月
の
空
襲
で
被
災
す
る
ま
で

の
短
期
間
の
運
行
な
の
で
、
そ
れ
を
記
し
た
資

料
は
希
少
だ
が
、
こ
こ
に
は
そ
れ
も
記
さ
れ
、

五
か
所
の
停
留
場
が
新
設
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
（
図
４
）。

お
わ
り
に

　

今
後
は
戦
後
を
含
め
、
停
留
場
ご
と
に
変
遷

の
情
報
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま

た
、
乗
合
自
動
車
（
バ
ス
）
の
停
留
場
に
つ
い

て
も
、『
市
報
』
か
ら
そ
の
変
遷
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
い
ず
れ
の
停
留
場
に
せ
よ
、
そ
の

位
置
や
名
称
は
周
辺
の
地
理
と
歴
史
を
読
み
解

く
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
に
違
い
な
い
。

【
参
考
文
献
】

『
横
浜
に
チ
ン
チ
ン
電
車
が
走
っ
た
時
代
』
横

浜
都
市
発
展
記
念
館
（
二
〇
一
二
年
）

 

（
岡
田　

直
）

●横浜市電停留場の考察

図３　「電車バス路線案内図」横浜市電気局　1939（昭和14）年　大原康男家所蔵資料

図４　「電車停留場間粁程表」
横浜市電気局（部分）1944（昭和19）年
 大原康男家所蔵資料
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 ●横浜市電停留場の考察

表１
実施事項 実施日 停留場名 補足（開通した路線・区間、改称前の旧名など） 横浜市告示 （出典）『横浜市報』

改称 大正 13.3.15 真砂町一丁目 旧名：市役所前 （大 13）第 18 号 第 586 号（大 13.3.18）
新設

大正 13.4.1

三ノ谷 本牧線（本牧～間門）

（大 13）第 26 号 第 589 号（大 13.4.8）新設 二ノ谷 　〃
新設 東福院前 　〃
新設（終点） 間門 　〃
廃止 大正 13.4.10 伊勢佐木町一丁目 （大 13）第 23 号 第 588 号（大 13.4.1）
移設

大正 14.4.20

八幡橋 杉田線（八幡橋～磯子）

（大 14）第 78 号 第 641 号（大 14.4.21）
新設 浜 　〃
新設 葦名橋 　〃
新設 間坂 　〃
新設（終点） 磯子 　〃
移設

大正 14.11.5

磯子 杉田線（磯子～杉田）

（大 14）第 219 号 号外（大 14.11.4）

新設 森 　〃
新設 白旗 　〃
新設 屏風浦 　〃
新設 境橋 　〃
仮設（終点） 杉田 　〃
移設・改称 昭和 2.2.17 聖天橋 　〃　＊杉田仮終点を移動し改称 （昭 2）第 22 号 第 9号（昭 2.2.22）新設（終点） 杉田 　〃
新設

昭和 2.3.30

南四ツ目 千歳橋線（千歳橋～花園橋）

（昭 2）第 47 号 第 14 号（昭 2.3.29）

新設 三吉橋 　〃
新設 東橋 　〃
新設 長者町二丁目 　〃　＊長者町線交差
新設 扇町 　〃
新設（終点） 花園橋 　〃
新設 昭和 2.9.26 長者町三丁目 長者町線（長者町五丁目～車橋） （昭 2）第 204 号 号外（昭 2.9.25）新設（終点） 車橋 　〃
新設（終点）

昭和 2.12.20

洪福寺前 浅間町線（洪福寺前～青木橋）

（昭 2）第 272 号 第 52 号（昭 2.12.20）

新設 浅間町車庫前 　〃
新設 浅岡橋 　〃
新設 浅間下 　〃
新設 軽井沢 　〃
新設 台町 　〃
新設 鶴屋町 　〃
新設 神奈川駅西口 　〃
新設（終点） 青木橋 　〃
新設

昭和 3.5.15

水道道 久保町線（塩田～久保町）

（昭 3）第 90 号 第 74 号（昭 3.5.29）
新設（終点） 久保町 　〃
移設 花園橋 薩摩町線（花園橋～山下町）
新設 薩摩町 　〃
新設（終点） 山下町 　〃
移設・改称

昭和 3.5.29

西平沼橋 野毛坂線（西平沼橋～野毛坂）　旧名：平戸橋

（昭 3）第 104 号

第 77 号（昭 3.6.19）

新設 御所山 　〃
新設 上原 　〃
新設 伊勢町一丁目 　〃
新設 戸部一丁目 　〃
新設（終点） 野毛坂 　〃
新設

昭和 3.6.1

金港橋 子安線（金港橋～生麦）

（昭 3）第 105 号

新設 神奈川 　〃
新設 宮之町 　〃
新設 滝之町 　〃
新設 中之町 　〃
新設 十番町 　〃
新設 神明町 　〃
新設 新町 　〃
新設 浦島町 　〃
新設 子安 　〃
新設 入江橋 　〃
新設 末広橋 　〃
新設 新子安 　〃
新設 遍照院前 　〃
新設（終点） 生麦 　〃
移設

昭和 3.6.16

中村橋 八幡橋線（天神橋～南六ツ目）

（昭 3）第 115 号

第 79 号（昭 3.7.3）

新設 睦橋 　〃　＊千歳橋線分岐
新設（終点） 南六ツ目 　〃
移設 千歳橋 千歳橋線（南四ツ目～睦橋）
移設

昭和 3.6.21

青木橋 六角橋線（青木橋～東神奈川駅西口）開通

（昭 3）第 116 号新設 反町 　〃
新設 二ツ谷 　〃
新設（終点） 東神奈川駅西口 　〃
改称 昭和 3.8.7 洲崎神社前 旧名：宮之町 （昭 3）第 138 号

第 86 号（昭 3.8.21）
廃止

昭和 3.8.8

日本橋 道慶橋～長者町五丁目

（昭 3）第 137 号新設 阪東橋 　〃
移設 横浜橋 　〃
移設 足曳町 　〃
変更

昭和 3.8.27

車橋 山元町線（長者町二丁目～山元町）　＊仮停留場を本停留場に

（昭 3）第 144 号

第 88 号（昭 3.9.4）

新設 猿坂 　〃
新設（終点） 山元町 　〃
新設 南四ツ目 阪東橋～南四ツ目
移設

昭和 3.9.5

馬車道 桜木町駅前～真砂町一丁目

（昭 3）第 145 号新設 尾上町 　〃　＊羽衣町線交差
廃止 尾上町二三丁目 　〃
新設 羽衣橋 羽衣町線（羽衣町～尾上町）
新設 昭和 3.10.10 高根町 阪東橋～南四ツ目 （昭 3）第 167 号

第 96 号（昭 3.10.30）改称
昭和 3.10.15

本郷町 旧名：上台
（昭 3）第 166 号改称 上野町 旧名：北方上野町

改称 麦田町 旧名：桜道下
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●横浜市電停留場の考察

実施事項 実施日 停留場名 補足（開通した路線・区間、改称前の旧名など） 横浜市告示 （出典）『横浜市報』
改称

昭和 3.10.15

曙町一丁目 旧名：足曳町

（昭 3）第 166 号 第 96 号（昭 3.10.30）

改称 吉野町一丁目 旧名：道慶橋
改称 吉野町三丁目 旧名：南六ツ目
改称 宮元町一丁目 旧名：新宿
改称 宮元町三丁目 旧名：蒔田宮ノ前
改称 通町一丁目 旧名：大岡
改称 通町三丁目 旧名：中島
改称 長者町一丁目 旧名：長者町二丁目
改称 浦舟町 旧名：南四ツ目
改称 藤棚町 旧名：藤棚
改称 扇田町 旧名：塩田
改称 桜橋 旧名：戸部六丁目
改称 本町一丁目 旧名：本町
新設

昭和 3.10.25

太田町 羽衣町線（尾上町～本町三丁目） （昭 3）第 172 号 第 97 号（昭 3.11.6）新設（終点） 本町三丁目 　〃
改称 高島町一丁目 旧名：横浜駅前（鉄道省線東側） （昭 3）第 179 号 第 98 号（昭 3.11.13）改称 戸部橋 旧名：横浜駅前（鉄道省線西側）
新設 昭和 3.11.8 清正公前 長者町線（長者町五丁目～野毛坂）開通 （昭 3）第 178 号 号外（昭 3.11.7）新設 日の出町一丁目 　〃
移設 昭和 3.11.23 境ノ谷 久保山～藤棚町 （昭 3）第 187 号 第 101 号（昭 3.12.4）
新設 昭和 3.12.3 本町四丁目 本町線（桜木町駅前～山下町）開通 （昭 3）第 193 号 第 103 号（昭 3.12.18）新設（終点） 万国橋 本町四丁目～万国橋
新設 昭和 3.12.11 柳町 六角橋線（東神奈川駅西口～東白楽） （昭 3）第 203 号 第 104 号（昭 3.12.25）仮設（終点） 東白楽 　〃
新設

昭和 3.12.28

東白楽 六角橋線（東白楽～六角橋）
（昭 3）第 205 号

号外（昭 3.12.28）

新設 中川 　〃
新設（終点） 六角橋 　〃
新設 前里町四丁目 日の出町線（吉野町三丁目～日の出町一丁目）

（昭 3）第 204 号新設 前里町三丁目 　〃
新設 黄金橋 　〃
新設（終点） 昭和 4.4.5 道上 保土ヶ谷線（久保町～道上）
新設 昭和 4.7.10 野毛町 日の出町線（日の出町一丁目～桜木町駅前） （昭 4）第 136 号 第 131 号（昭 4.7.9）新設 緑橋 　〃
休止 昭和 4.11.21 万国橋 （昭 4）第 206 号 号外（昭 4.11.20）
移設・改称 昭和 5.5.1 横浜駅前 旧名：金港橋　＊省線横浜駅正面に移設 （昭 5）第 78 号 第 171 号（昭 5.4.22）
改称

昭和 5.6.1
下台 旧名：神奈川駅西口

（昭 5）第 104 号 号外（昭 5.5.29）改称 日の出町二丁目 旧名：黄金橋
改称 高島町 旧名：高島町一丁目
廃止

昭和 5.6.25

戸部橋 ＊裏高島町一丁目一番地先 （昭 5）第 111 号

号外（昭 5.6.24）
移設 高島町 平沼線（花咲橋～浅間下）　＊戸部橋跡に移設

（昭 5）第 112 号新設 平沼町 　〃
新設 平沼橋 　〃
新設 岡野町 　〃
移設

昭和 5.10.1

洪福寺前 浅間町線（浅間町車庫前～浜松町）

（昭 5）第 140 号 号外（昭 5.9.30）新設 尾張屋橋 　〃
新設 浜松町 　〃
移設 扇田町 西平沼橋～浜松町
改称 昭和 5.10.15 中原 旧名：屏風浦 （昭 5）第 148 号 号外（昭 5.10.14）
移設 昭和 5.11.1 東白楽 六角橋線（柳町～中川） （昭 5）第 154 号 号外（昭 5.10.31）
移設 昭和 5.12.28 道上 保土ヶ谷線（道上～程ヶ谷駅） （昭 5）第 91号 号外（昭 5.12.27）新設（終点） 程ヶ谷駅 　〃
移設

昭和 6.1.13

森 杉田線（磯子～白旗）

（昭 6）第 2号 号外（昭 6.1.10）

新設 屏風浦 　〃
移設 本町四丁目 本町線（桜木町駅前～本町一丁目）
廃止 本町三丁目 　〃
廃止 上野町 本牧線（大和町～千代崎町）
移設 台町下 浅間町線・六角橋線（軽井沢～反町）
廃止 下台 　〃
移設 青木橋 　〃
改称

昭和 7.1.1

神奈川通九丁目 旧名：浦島町

（昭 6）第 182 号 号外（昭 6.12.28）

改称 神奈川通七丁目 旧名：新町
改称 神奈川通六丁目 旧名：神明町
改称 東神奈川駅前 旧名：十番町
改称 神奈川通二丁目 旧名：仲ノ町
改称 中央市場前 旧名：滝ノ町
改称 青木通 旧名：神奈川
改称 西神奈川町五丁目 旧名：中川
改称 白楽 旧名：東白楽
改称 西神奈川町三丁目 旧名：柳町
改称 二ツ谷町 旧名：二ツ谷
改称 鶴屋町二丁目 旧名：鶴屋町
改称 鶴屋町三丁目 旧名：台町下
改称 楠町 旧名：軽井沢
改称

昭和 11.3.5

霞ヶ丘 旧名：南太田

（昭 11）第 24 号 第 457 号（昭 11.3.3）改称 西久保町 旧名：道上
改称 石川町五丁目 旧名：車橋
改称 打越 旧名：猿坂
改称

昭和 17.2.21

神奈川区役所前 旧名：青木通

（昭 17）第 11号 第 763 号（昭 17.2.19）

改称 保土ヶ谷駅前 旧名：保土ヶ谷駅
改称 市役所前 旧名：真砂町一丁目
改称 県庁前 旧名：本町一丁目
改称 電気局前 旧名：滝頭
改称 高島桟橋前 旧名：高島町
改称 横浜大桟橋前 旧名：山下町
改称 昭和 17.10.1 高島町 旧名：高島桟橋前 （昭 17）第 148 号 第 794 号（昭 17.9.24）改称 山下町 旧名：横浜大桟橋前
廃止 昭和 18.10.10 箕輪下 （昭 18）第 200 号 第 851 号（昭 18.10.28）移設・改称 本牧一丁目 旧名：本郷町　＊箕輪下寄リへ移動し改称
＊太線は路線ごとの区切りをおよそ示す。ただし、市電の路線の名称・区間は時期によって異なり、明確に定められているわけではない。
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横
浜
市
立
元
街
小
学
校
（
中
区
）
は
、

一
九
二
三
（
大
正
一
二
）
年
九
月
の
関
東
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
、「
震
災
記
念　

元

街
小
学
校
復
興
誌
資
料
」全
三
冊
を
編
纂
し
た
。

翌
二
四
年
八
月
に
完
成
し
た
資
料
は
、
震
災
ま

で
の
第
一
編
（
災
前
史
）、
震
災
被
害
の
第
二

編
（
罹
災
史
）、
復
興
過
程
の
第
三
編
（
復
興

篇
）
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
原
稿
用
紙
に
記
述
さ

れ
、
ま
た
資
料
や
写
真
等
が
貼
附
さ
れ
て
い
る
。

　

序
で
は
「
校
舎
校
具
は
更
な
り
、
所
有
重
要

書
類
に
至
る
ま
で
悉
く
烏
有
に
帰
し
剰
へ
二
名

の
殃
死
者
一
名
の
重
傷
者
を
出
し
」
た
の
で
、

三
名
の
編
纂
委
員
が
職
員
宅
に
残
さ
れ
て
い
た

『
学
の
窓
』
な
ど
の
資
料
を
収
集
し
完
成
さ
せ

た
と
記
し
て
い
る
。

　

第
一
編
で
は
、『
学
の
窓
』
な
ど
を
直
接
貼

附
し
て
学
校
の
沿
革
を
述
べ
て
い
る
。
特
に

一
一
（
明
治
四
四
）
年
一
二
月
に
赴
任
し
震
災

時
の
校
長
で
あ
っ
た
山
内
鶴
吉
校
長
時
代
「
第

四
章　

山
内
校
長
と
災
前
の
元
街
小
学
校
」
が

半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　

第
二
編
で
は
、
大
地
震
の
発
生
か
ら
罹
災
に

つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
地
震
発
生
時
の
学
校

内
の
様
子
、
校
舎
倒
壊
の
様
子
、
被
災
し
た
教

員
の
救
護
、
そ
の
後
の
避
難
な
ど
を
記
述
し
て

い
る
。
震
災
前
に
は
尋
常
・
高
等
を
合
わ
せ
て

二
五
九
七
人
の
児
童
が
在
籍
し
て
い
た
が
、
大

震
災
に
よ
り
一
四
〇
人
が
亡
く
な
り
、
そ
の
他

に
行
方
不
明
者
が
出
て
い
る
。
教
員
は
二
名
が

亡
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
九
（
大
正
八
）
年

に
付
設
さ
れ
た
元
街
商
業
補
習
学
校
で
も
教
職

員
二
人
、
生
徒
一
〇
人
が
亡
く
な
っ
て
い
た
。

当
編
に
貼
附
さ
れ
た
本
号
一
ペ
ー
ジ
の
写
真
は

「
一
号
の
雨
天
体
操
場
跡
よ
り
三
号
運
動
場
を

望
む
。
斜
面
に
〔
マ
マ
〕立

せ
る
は
躑
躅
の
焼
株
。
先

方
の
堆
石
は
其
半
を
失
ひ
し
三
号
運
動
場
の
残

塁
。
右
下
は
土
方
谷
の
避
難
バ
ラ
ッ
ク
。」
と

説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
編
で
多
く
を
占
め
て

い
る
の
は
、
教
職
員
・
同
窓
会
役
員
等
が
被
災

に
つ
い
て
記
し
て
い
る
文
章
で
あ
る
。
地
震
ま

で
・
其
の
刹
那
・
我
家
へ
・
吾
が
家
・
安
定
ま
で
・

公
の
務
・
補
説
の
項
目
に
基
づ
い
て
一
枚
程
に

ま
と
め
て
い
る
。
各
自
の
被
災
、
避
難
な
ど
が

生
々
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
編
は
い
ち
ば
ん
大
部
で
復
興
過
程
を
記

述
し
て
い
る
。
災
後
、
元
街
小
は
桜
道
下
仮
事

務
所
（
杉
角
儀
三
郎
使
丁
宅
）、
立
野
校
内
仮

校
舎
、花
屋
敷
バ
ラ
ッ
ク
仮
校
舎
（
山
手
公
園
）、

新
設
バ
ラ
ッ
ク
校
舎
（
旧
校
舎
跡
）、
増
築
バ

ラ
ッ
ク
校
舎
と
変
遷
し
た
。

　

ま
た
末
尾
に
は
「
附
録　

震
災
美
談
」
を
児

童
生
徒
が
震
災
時
に
見
聞
き
し
た｢

美
談｣

を

掲
載
し
て
い
る
。

【
閲
覧
に
つ
い
て
】

　

資
料
群
名
、元
街
小
学
校
資
料
。
資
料
番
号
、

第
一
編
（
Ｈ
‐
１
）・
第
二
編
（
Ｈ
‐
２
）・
第

三
編
（
Ｈ
‐
３
）。

　

閲
覧
は
原
則
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を

プ
リ
ン
ト
し
た
複
製
製
本
（
モ
ノ
ク
ロ
）
で
す
。

貼
附
さ
れ
て
い
る
写
真
・
絵
葉
書
等
の
一
部
は

閲
覧
用
の
カ
ラ
ー
印
刷
版
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

 

（
百
瀬　

敏
夫
）

 ●所蔵資料紹介　●市史資料室たより

所
蔵
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紹
介

震
災
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元
街
小
学
校
復
興
誌
資
料

◆『市史通信』の編集は、公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団　近現代歴史資料課　市史資料室担当職員が行っています
 リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　　　

《市史資料室たより》
【令和５年度横浜市史資料室室内展示】
「前川謙三が撮影した関東大震災　野毛山周辺」
会 期：7月22日(土)～11月4日(土)予定
時 間：午前9時30分～午後5時
◎入場無料
会 場：  横浜市西区老松町１番地 

横浜市中央図書館地下1階 
横浜市史資料室

◎令和5年度横浜市史資料室展示会について

　毎年7月中旬から9月下旬に横浜市中央
図書館地下１階ホール前ホワイエ等で展示会
を開催してまいりましたが、今年度はホール
改修工事のため、秋以降の開催予定です。詳
細は、決まり次第当室ホームページ等でお知
らせいたします。
【令和5年度横浜市史資料室展示会】
「横浜の女性と洋装」（仮）
会期：11月18日(土)予定～

【寄贈資料】

1根本政視様
　根本千賀子家資料追加 6件

2小池慎介様

　小池慎介家資料 67件

3田所　茂様
　『横浜新道拡幅』他、マッチ箱一括 5件

4金近忠彦様
　横浜港国際コンテナ戦略港湾形成史資料 15件

5高橋富美子様
　高橋富美子家資料追加 6件

6白石　緑様
　小林直明回想記 1点

7 内田友昭様
　内田民蔵資料 321件

8菊地　卓様
　戦後の横浜市およびその周辺の
　コダクロームポジデータ（複写） 89件

9富浜利郎様
　小田急開通50周年記念乗車券　他 23件

10岩本昭二様
　「子安台高射砲陣地について・戦時中の記
　憶・1945年秋頃の記憶」　他 2件

【資料提供のお願い】

　当資料室では昭和期の横浜に関する国内外
の資料の収集・保存・調査研究および公開を
行っています。昔の街並みや行事の写真、古
い絵はがき、パンフレット、ポスターなど横

浜を記録した資料をお持ちの方はぜひご連絡
ください。次世代の市民に引き継ぎます。

【横浜市史資料室のご利用について】

　横浜市史資料室は、取り寄せが必要な資料
が多いため「事前予約の方優先」によるサービ
スの利用を案内しております。事前に電話、
Eメール等で利用方法等をご相談ください。
　予約なしで来室された場合、閲覧を希望さ
れる資料によっては取り寄せの関係から別の
日にご案内する場合がありますのでご了承く
ださい。ご不便をおかけしますが、ご理解・
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

【横浜市史資料室】

横浜市西区老松町1横浜市中央図書館地下1階
開室時間：午前9時30分～午後5時
休 室 日：毎週日曜日及び中央図書館休館日
　　　　　入室無料
Tel：045-251-3260
Fax：045-251-7321
Eメール：sisiriyou@ml.city.yokohama.jp
アクセス
・京浜急行電鉄「日ノ出町」駅徒歩5分
・JR、市営地下鉄「桜木町」駅徒歩10分
・市営バス停「野毛坂」下車1分（103系統）
・市営バス停「中央図書館」下車1分（89系統）


